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(百万円未満切捨て)

１．2023年２月期第３四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 20,764 4.0 754 △4.0 783 △4.8 471 △2.8

2022年２月期第３四半期 19,965 △2.3 785 △29.9 823 △28.6 485 △30.7
(注) 包括利益 2023年２月期第３四半期 471百万円( △2.8％) 2022年２月期第３四半期 485百万円( △30.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第３四半期 36.82 －

2022年２月期第３四半期 37.87 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 10,555 5,556 52.6

2022年２月期 9,742 5,251 53.9
(参考) 自己資本 2023年２月期第３四半期 5,556百万円 2022年２月期 5,251百万円
　
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 － 0.00 － 13.00 13.00

2023年２月期 － 0.00 －

2023年２月期(予想) 13.00 13.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 2.8 760 △12.9 800 △12.7 540 △5.3 42.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年２月期３Ｑ 12,812,000株 2022年２月期 12,812,000株

② 期末自己株式数 2023年２月期３Ｑ 280株 2022年２月期 280株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期３Ｑ 12,811,720株 2022年２月期３Ｑ 12,811,720株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
あたっての注意事項等については、添付資料P．２「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2022年３月１日～2022年11月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症の影響が続くなか、行動制限の緩和等により経済社会活動が正常化に向かう一方で、ウクライナ情勢の長期化

等によるエネルギー価格や原材料価格の高騰、世界的な金融引締め等を背景とした円安や海外景気の下振れなど、

依然として先行き不透明な状況が続いております。

小売業界においては、経済活動のコロナ禍からの回復やインバウンド再開が進むものの、物価高や先行き不安か

ら国内消費は力強さを欠く一方で、電気料金をはじめとした各種コストの高騰が企業の大きな負担増となってお

り、今後の経営環境は引き続き厳しい状況が予想されます。

このような状況のもと、当社グループは引き続き居抜き物件主体の出店を加速させると共に、ＪＶ商品（※）や

ＰＢ商品の取扱強化、並びに節電を含めた徹底したローコストでの店舗運営など「人々の生活を支えるインフラ

（社会基盤）となる」という企業理念の下、地域における生活便利店としてチェーンストア経営に注力して参りま

した。

当第３四半期連結累計期間における新規出店は、３月に群馬県みどり市の「みどり笠懸店」、７月に群馬県前橋

市の「前橋駒形店」、８月に栃木県鹿沼市の「鹿沼上殿店」、10月に埼玉県入間市の「入間下藤沢店」が開店した

一方で、４月に１店舗、５月に１店舗の計２店舗が閉店し、直営店舗数は110店舗となりました。

連結子会社である株式会社尚仁沢ビバレッジにおいては、今夏、製造設備の更改を行いましたが、導入機器の一

部に不具合があり、11月中旬より生産及び販売を一時停止し、製品の自主回収を実施しております。機器整備の

上、2023年１月中を目途に本格生産を再開する予定です。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間は、売上高20,764,932千円(前期比4.0％増)、営業利益754,163千円(同

4.0％減)、経常利益783,794千円(同4.8％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益471,762千円(同2.8％減)となり

ました。

なお、当社グループにおいては、小売事業以外の重要なセグメントはありませんので、セグメントごとの経営成

績の記載を省略しております。

（※）ＪＶ（ジェーソン・バリュー）商品

当社グループの特別な集荷努力により、お客様と当社グループ双方によってより有利さを実現した商品。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて812,647千円増加し、10,555,078千円と

なりました。これは主に、現金及び預金が348,554千円、商品及び製品が237,243千円及びリース資産が161,605千

円増加したこと等によります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて507,437千円増加し、4,998,497千円となりました。これは主に、リース

債務を含む有利子負債が256,701千円及び買掛金が166,662千円増加したこと等によります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて305,209千円増加し、5,556,581千円となりました。これは、利益剰余

金が305,209千円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年２月期の連結業績予想につきましては、前回公表（2022年10月13日）いたしました業績予想に変更はあり

ません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,684,783 4,033,338

売掛金 484,461 527,881

商品及び製品 1,991,086 2,228,329

原材料及び貯蔵品 16,177 20,659

その他 211,007 219,022

流動資産合計 6,387,515 7,029,231

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,205,736 2,240,582

減価償却累計額 △1,551,703 △1,591,703

建物及び構築物（純額） 654,033 648,878

機械装置及び運搬具 237,094 267,349

減価償却累計額 △208,822 △229,886

機械装置及び運搬具（純額） 28,271 37,462

工具、器具及び備品 394,477 401,529

減価償却累計額 △344,796 △357,754

工具、器具及び備品（純額） 49,681 43,774

土地 1,105,718 1,105,718

リース資産 247,675 409,280

減価償却累計額 △113,062 △113,037

リース資産（純額） 134,612 296,242

建設仮勘定 3,255 2,657

有形固定資産合計 1,975,573 2,134,734

無形固定資産

のれん 1,130 1,044

その他 158,272 158,384

無形固定資産合計 159,402 159,428

投資その他の資産

敷金及び保証金 952,247 964,815

繰延税金資産 126,468 129,504

その他 145,973 142,113

貸倒引当金 △4,750 △4,750

投資その他の資産合計 1,219,939 1,231,684

固定資産合計 3,354,915 3,525,847

資産合計 9,742,431 10,555,078
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,123,845 2,290,507

短期借入金 196,000 346,000

1年内返済予定の長期借入金 381,209 352,019

リース債務 56,625 72,325

未払金 341,288 341,648

未払法人税等 137,045 157,392

賞与引当金 37,268 64,849

資産除去債務 1,324 -

その他 201,184 231,765

流動負債合計 3,475,790 3,856,508

固定負債

長期借入金 139,437 101,935

リース債務 123,513 281,206

繰延税金負債 7,612 7,237

役員退職慰労引当金 357,183 374,032

退職給付に係る負債 198,954 186,672

資産除去債務 169,436 172,373

その他 19,131 18,531

固定負債合計 1,015,269 1,141,988

負債合計 4,491,059 4,998,497

純資産の部

株主資本

資本金 320,300 320,300

資本剰余金 259,600 259,600

利益剰余金 4,671,528 4,976,738

自己株式 △57 △57

株主資本合計 5,251,371 5,556,581

純資産合計 5,251,371 5,556,581

負債純資産合計 9,742,431 10,555,078
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

売上高 19,965,381 20,764,932

売上原価 14,696,275 15,196,225

売上総利益 5,269,105 5,568,706

販売費及び一般管理費 4,483,883 4,814,543

営業利益 785,222 754,163

営業外収益

受取利息 1,999 1,704

受取手数料 15,747 14,049

固定資産賃貸料 8,981 8,879

その他 15,009 9,055

営業外収益合計 41,738 33,688

営業外費用

支払利息 2,208 3,035

固定資産賃貸費用 1,081 1,021

営業外費用合計 3,290 4,057

経常利益 823,670 783,794

特別利益

固定資産売却益 - 950

特別利益合計 - 950

特別損失

減損損失 - 4,369

固定資産除却損 - 2,450

特別損失合計 - 6,819

税金等調整前四半期純利益 823,670 777,924

法人税、住民税及び事業税 333,312 309,573

法人税等調整額 5,133 △3,411

法人税等合計 338,445 306,162

四半期純利益 485,224 471,762

親会社株主に帰属する四半期純利益 485,224 471,762
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

四半期純利益 485,224 471,762

四半期包括利益 485,224 471,762

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 485,224 471,762
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、委託販売に係る収益等について、従来は総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサー

ビスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、純額で収益を認識する方法に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は100,614千円減少し、売上原価は100,614千円減少しております

が、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残

高に与える影響はありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（追加情報）

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44―２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

　


